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額藤 池風 は摩 # 廃 の療 西風 凸 形 の東灘 亀 の北顔 と凹形 の 南日永 との廠 す

るや 画地 韓 に舷登 し, 新 暦貴 族 潜に簡 する甘 夏尭J覇 の廠腐 番 ､こし＼′つた寒 埠 か

ら地形,Rが 寮湊が 教化 に 寓 む 三春 五顎 間辺地鹿 に於 て 宙麿 と入園 の怒農産密

か＼っ車を過 して地夙 也 を鹿鷹 しよ うと常めたが素 面的a'展 え 方に嘩 J?て しま

った ここは 泉 食で ある. 地酵 命頚と鹿 渡 9)瀬鹿.その 巌 昇給棟 乾 の令 姉射 ､̂'

廃藩に お ける東新虎 の森厳 に つ いて それ わの画 の頼 乱 麻直 な見 る ことが 諭東

の中 心で あ り, その内患東 泉 は 次のよ うにTiって いる.

オ ー一都 地奴俄 敦

カ ー 牽 由感触濃度

計 ニ貴 人女釣風食

オ 二･蔀 地 形

オ ー童 地形 啓か

弁二華 耳 川平 地

身 三尊 三方平地

外 四貴 断 '膚

オ三額 集 線
升 一章 碁農 速 の購厳

オー帝 展 蕗の 超 藩的 斌 鮭

･,tニ錦 展 速の 立地糸姓

弁 三姉 鹿渡の形軽

舟 四 所･凍 憩 の 鹿 瀬

オニ牽 鹿渡 に お け毎 寮常 穀 の 線 番 釣社 会的東 泉

牙一審 漁常族の威凍

卦二蹄 浪紫 綬 の息 女

牙三 師 承常巌のJqほ､サ静寂濠

牙 三養 基贋 速の蛍君 波償 膚哲d)畢僻

耳J* 髄液射乾息のこ額薮

か 二節 戴 賓 村

井iZB席 革 菌

この死 威 - 碑正 光厳 選鞠 が 纏常i二乗 L/.く飾磨 の務 塵が魔-しい, 鯉 城 中華 敏

南 北｣く叔 歯･守る三 方新藤 を鬼 に L,で 帝都 地 威 ぼ凄 威 薄 の詫 捧地 嵐 の内灘 に あ
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一つて 廓 各的に俊 渡 してし､も箇舟で 薗都 の/%降 無 風 と軒 照酌 を地 形 を殊 し てい

ち,なお この酵r層 経窺鹿も 故を選勅 を飽 けて いる感HT膚 で あ る て と万 ら巌 下

の磨凍姫 鳳が頭像 の藩倣 蜜 の産 直 疲 匪軌 こ藤 く′ 断 層 患 者磯 に は 三角炭 塵風

層珠 斬者 .文子 謬軋 放 血 妙 恥 荻頑台地 ′度 盛臥 撹 乱 束 位 を賓 けた

窮状 殖 孝一廉 い地 嵐 に凍 てii地 形 の布 匹 が康 東 和 こ炎 渡 して Lへるのが 蹄 線

的で奉 る. 吐斗 頼 Lh地 の液 蜂 L/T=この池威 融 雪剤 に山地 ･.こ圃 まれ fr5 ,フの轟

を鼓 倉L,, 覇葡 ぼ素練 湊 に薗 す る, 鹿 ノつて 魔急 に よ り ある:Lの 凌鷹 遮れ ′ あ

る:Lの 吐原瀬 村 .虜が､尋 の商 号 に萄 する ILのJ また Ljlの いず れ に も葡 して ド

射 ､⊥圧 囲 まれ た展 泉寒 空の 生凄 硬度 首席 々で､あ り. 3♂∂他 覇後 の蔽 い It池

を鹿 に して鼻 くそ の壌 敏 が乗 ってし､為.凝 って その儀 罫的 線 鋸 蛙絶教 材 ～鮭

漁軒 まで 増の中風勿控 の耗 々 紅顔園 を蕗 -7( この 舟親 の盛運 は ('t)全戸 数

に射すゐ 漁 家激 の執,i2)一声 曽乎周 耕地 商承 (3)耕地 に対せ る如地象 ,笹)

収 入滞日こよ J,た ) このよ うな戴 象 の鷹 番殆叔 鹿 の初産 戊が 艶々を池軌 衝

が展 旗の形 動 こ東欧 して, 例 えばtEr向 寒 藩 に見 られる塵 敵 を稀 てて 風塵 で )卜

きい尊慮 と糸 車慶 .嘆 軒の 令乾 した東 灘的 な継親片す形藤 か ら北瀦 )車 そ の他

に簸 られる鹿渡 象の圃頗 七番 /つ:Lの まで が狭 い地威｡に磯廃 して 有 産 す る, 又

オ 二者 でdJヾ た農 奴 の生動 て鶴亀 を磨 n演者 楓 に ついて は それが 屠 な る避贋

の奴 利以 射 こ文慮 藤 ヒ して の奴刺, さらに ば 欄 その:Lの の酢覇 を薄 味 す Jat:

養えわれ ′それ 昇･敗的 な刺が堺 の千凄腰 の併有 に表 われ て いる . ヌ土地 の萄

利鑑 と線 が J?い た鷹 息 の超塵 , すなわ ち 巧の教 カ の鹿 大 による 演賛成 の顔贋

が 産 られ ′ 鑑象 の 濃紫 鹿 の軒 看 甘廃 藩の放 棄の お でこその 後の騎 率の鹿 資の

鰭泉 lこiな4,ので あるこ とが わか 乱 この ように卦詞 な 塵塵 藤原 を輿 -7ての

塵 え ざる 争 いの庶 断 てよ って この 他奴が 亜 種 に線 番釣に雷盈 jdtて t､射 ､かが

うヵ＼が われ るわけで あ 礼 冥牙三尊 で一速ヾ た深紫 ′漁礁 敵勢の 麻磯 と して吐

山地 に圃 きれ,養 成 地め藤 塵 も 塞 く.草地 に恵 まれ 射 ､この姥如 慶鴬経哲は

-東かく舟 麹巌 各 承 囲 轟単 で蘇 軒家 家が 泉 藩 の大部 各を 右折 この慣 和 ま償 丘

鮪 に虜-LL､. しか しこのや に も､いて も吸 出 のように 孝の澄密度額 もか な り大

港 の薮盤 を遺 し､て し､る例外 的 教主 の L見 あれ る .ヌ 草地利 鞘 の衝で ば西部地

域 の凍 寒 に面 した 1.廟 の利 河 と比顔 釣新 地に 恵 まれ た棄却 の古池 の鼻 くの束

利 鞘戒楚 (これば胃炎 のi厳 封邦 の-戚 幼番 線 つとの責叶照 が嘉 しい′ さらに

研 L:1女親 凍漁 舟 ヒい う 鮭滞威 鰐.を腐 して い て もそ の頭部魔道 を毘てみ ると衆

藩商 の各薮 豪が 磯 寮′凍寒 の両耳 に威 尊 してい る もの と親象 が東泉 に 外敵 し

て しま Jlてし､る もの と碍 塵が 鼠 LM t為が 孝 の原 吉和 こついて はは Jlや lJLた こ
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ヒ 由叡 らな か った ′鹿 渡 鮒 に射 して疫安 逸 の厳直 虜ひt､湧 泉 の森Ie,によ ′,て明

事黒 磯 泉常 慮 著 の蘭 で 密虜 の史 潜 .廉 って 蘇 漁の 卦露が 渡患 して しま った 刺

が 敦 机 ,Lb. これ魯 密奥の盤 減 感廉鹿 と挿 廉廉 の 牽廟 と ぽL;tめ と守る凝 議 tl

で 庭腰麻Ef酒 経に温く棄 盛の硬 机恵湾輿lこ也麿 す る巌放 感 貴意が 帝 虜 に恵 ま

れ鷹 番 約 に濠 かで あったが 勧 力職 の腐＼ によ ′つて 牽 鹿 の硬が 蘭 くな った こ t:

その雌 客 席､蔚敷 金曲線鹿 の鼻 藍 )こよ り これ めの鹿 渡 も同僚 に各地 に自由 に清

濁 を感贋で き りるよ う に な り. さ らに漆衆 の変化に i って 廃熱 こあ ま り泉が

よ リつかな くな J'た こと.･ヌ北 方 の押葵 端 にも,け奄大 鋸 網 の蔵置 に よljさ ら

に これが 潜 息 まれた こと孝が 主 たる衆 圏 とな J,ている のであ,a. 嚢 顔に これ

か らの 藤原 方向 と して 政 や ぼ り密 化の 多い賓 観 を利 用 した鹿光凄 常 ヒ妃 厳q)

嫁 巌 を生か した賓ギ威容 (蛋頗 生範展 と 山牌の利 坪=こよ る深 耕薮廃 車 つにカ

が鹿 が丸 よ う.

千里山丘暖地嵐の地理学的兵索
レ ジ-*

北 鮒 和 一手

額 番地腺 は′ 大 隈市の北方,刺 /締 帆 に位潜 する千 里 も丘 陵と 考 の 讃日和 こ

せ 状に /八､て い奄 蜜車台 地 を倉む千 旦 山女 咳地 薮 で 初 る. 束 を東 川,商 を猿

島 川の沖葡地 に埋 め られ 北 は 断層 によ って 竜 吐膚の 山地 とか か たれ てい る

この他 威 &, 療北 Fk帆 .東 西 /O F(,机 の塊 状 の丘 懐地 城 でありノ 丘 硬 は30

-90･･桝′の 避 状 の多 ド地形 を'呈 してい る｡ この地 底 を紫 色す､ける兜 輿 は.1卑新

-廉廉 旧廟 の大 破膚斉 Y い う.東 上,妙 ,魂 の互膚 で, 海 鼠 ～親 藩牡 の壌承

肋 で ある.

この鬼 風 の人断層 姓の 正史は 竜 しヽが. か ならす､Lもそれ由斬発 の翠 賓 を永

すもので は な し､. む しろ この姫 嵐 ぼ ,大晦希 の 近郊 にあ り恋が ら-最 近 まで 新

教 の象 れ てい た地巌 で ある, そ の主な原 田 と しては ① 71くの不足. ②姫#,の凍

凝 さノ ⑦ 釆 風 の 不慮 さの 3/つが 上げ､ゎれ乱

飯森 のは LTd)として, この地 鉄の地滴 卦顔 を, 憂 中 質凍 ノ 地形 区巨 現地 密

教 にJリ 行 った .血液斜 面 と谷底 早 野. 碑丘地 形が この 地戒 の地形 の 輯放 TL

ある, な かで L互 換斜面, 塩魚平 野 l諾南北 方向 の鼠 の償 赦 せる漁 師 二は ,'き

り と覚 られ る ｡ 麟丘 ば面倒 の濠 車台 把 を主 とす+ 度 日の本 館の緩血 と北風 に

旧徴盈葦 川 の摩 った 思わ れ る段 丘 L(/段十が 組 J,れ 為, 濠 車拷立 の承っの 姥
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